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日本商会、中国政府に意見書 

 

中国に進出する日系企業でつくる中国日本商会（北京）は７月２９日、中国政府

にビジネス環境の改善を求める「中国経済と日本企業 ２０２２年白書」を発表しま

した。米中間の貿易摩擦や各国による保護主義、新型コロナウイルスなどによって日

系企業のビジネスの不確実性が高まってきていると指摘。国内企業と外資企業への公

平な待遇や競争環境などの改善を求めました。 

 また、白書では「ビジネス環境の基盤である日中間の人的往来が極めて停滞した

状況にある」と指摘し、新型コロナ発生後２年以上経過した今も中国が感染抑制の為

に厳しい制限を続けていること等、改善を求めています。具体的には、日本との直行

便の早期再開、再開済み路線の増便の他、ビザ（査証）の迅速な発給、隔離期間の短

縮等を要望しました。 

 中国日本商会の事務所は新潟市北京事務所の向かいあり、加盟している日系企業

から寄せられたビジネス環境改善の要望を取りまとめ、２０１０年から毎年白書とし

て発表しています。（池田） 

 

 

 

             北京の文化産業隆盛 

 

２０２１年の北京の文化産業の状況を示す「北京市文化産業発展白書２０２２」

が７月２６日に発表されました。 

 白書によると、昨年の北京の一定規模以上の文化産業法人企業はその前の年に比

べ、３６８社増え、総収入額が前年比１７．５％増の約１兆７６００億元（約３５兆

円）、北京市民一人当たりの文化娯楽消費額は前年比１２．２％増の１３６７元（約２

８０００円）とコロナ禍にもかかわらず顕著な伸びを示しています。（池田） 

 

 

 

            ハロー ミッキー！ 

 

7月 23日から 3か月にわたって、北京市朝陽

区 に あ る 798 芸 術 区 （ 798 ArtDist ） で 、

「EVER-CURIOUS Mickey: The True Original & Ever 

Curious」をテーマにしたミッキーマウスのグロー

バル美術展が開催されています。 

私たち“80後（1980年代生まれ）”にとって、

ミッキーマウスが子供時期の代表的なキャラクタ

ーなので、好きな人は少なくないです。わたしも

ミッキーが大好きで、土曜日に子供を連れて鑑賞
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にいきました。会場は少し混んでいましたが、大満足で楽し

かったです。 

今回のミッキーマウスのグローバル美術展はディズニ

ーと UCCグループの UCC Labが共同企画して、上海や成都、

深圳での開催が大成功し、最後に北京にやって来ました。今

回北京で開催されているミッキーマウス美術展は今までで最

大規模で、60名（組）もの海外＆中国のアーティストが参加

し、絵画や彫刻、書道、インスタレーション、サウンド、無

形文化遺産、ニューメディアなど通して、アーティストたち

それぞれ心の中のミッキーマウスのイメージがみんなの前に      

「瓢箪」，陸平原，2021   現れています。 

「屏風」苗穎，2021            「隠れたミッキー」Daniel Arsham，2018 

美術展の最後、暗室で 1928年白黒版の「蒸気船ウィリー 」（Steamboat Willie）

と再作成版のカラー版がスクリーンの左右に並んで写し出され、満席の子供と大人た

ちみんなが集中して興味津々に観ています。この世界的に大人気のネズミは、誕生し

てから 90 年過ぎても世の中の人々に笑顔と想像力を提供し続けています。「笑顔は時

間を超えられる 想像力は年齢に制限されない 夢は永遠に輝いている」とウォル

ト・ディズニーさんがおっしゃったように、永遠に夢と勇気を持って積極的に未知の

世界へ旅しましょう。(郝) 

 

 

 

手ぶらでキャンプに行ってみよう 

 

新型コロナウイルス感染症の予防対策が遠距離旅行に大きな影響を及ぼしていま

す。今、みんなの憩いの焦点は他の都市に行くより、近郊へと移動し、郊外でキャン

プを楽しむことに注目が集まっています。北京の市民もキャンプブームの波に乗って、

SNSもキャンプの動画に占領されました。「週末になるとキャンプ場はほぼ満員状態で、

隣のテントとうちのテントには数メートルしか間隔がないんだよ」とキャンプに行っ

た友だちが文句を言っていました。 

私が以前よく参加していた徒歩のツアーでも、最近では週末で一泊二日のキャン

プ活動の参加者を募集しています。すごく人気で、申し込むかどうか迷っているうち

に、翌日になってみるとすでに満員になっていました。参加するには来週まで待つし

北京スタッフ便り２ 
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かありません。 

人気の理由は、気楽に手ぶらで参加でき

るからです。車、テントなどキャンプ用品、

食材も全部イベントの主催者が用意してく

れますので、申し込めば、自家用車を持って

いない人たち、高いテント等キャンプ用品を

揃えていない人たちにとって、簡単に北京の

郊外で快適なキャンプを楽しむことができ

ます。 

来週、私も早めに決めて、申し込みして

みます。 
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猛暑の時期到来だ。７月１２日、友人から微信（ＷｅＣｈａｔ・中国のＬＩＮＥ）

が来た。「今日は入伏、健康に気をつけて」とあった。「入伏」とは、日本で言うとこ

ろの「土用の入り」。これは「陰陽五行説」に基いたもので、１年中で最も暑い時期の

始まりと言う意味だ。「伏」には３伏がある。夏至後の第３の庚（かのえ）の日を「初

伏」（今年は７月１２日―２１日）、第４の庚の日を「中伏」（同７月２２日―８月１０

日）、立秋後の最初の庚の日を「末伏」（同８月１１日―２０日）、合わせて「三伏」だ。 

日本では土用にウナギを食べるが、中国では地方によって異なるが、とにかく栄

養価の高いものを食す。北京では、先ずは餃子だ。お年寄りは、陰陽五行説に基いて

「この時期、絶対冷たいものは食べるな、飲むな」と言うが、もう生活様式は完全に

変わった。アイスクリーム、ビンビンに冷やしたビールやソフトドリンクが飛ぶよう

に売れる。「三伏」さえ知らない若者も多くなった。 

さて、北京は「三伏」の教え通り猛暑日が続いているが、逆に急速に冷え込んで

いるのが経済だ。先日国家統計局が２０２２年第２四半期（４月―６月）のＧＤＰ成

長率と、上半期（１月―６月）の経済指標を発表した。ＧＤＰ成長率は、マーケット

の予想よりはるかに低いものだった。第１四半期（１月―３月）は、マーケットの予

想は「対前年比＋４．０％をやや下回るだろう」だったが、結果は＋４．８％だった。

（以下の増減％は全て対前年比、あるいは対前年同期比）。第２四半期は急降下で＋０．

４％にとどまった。上半期（１－６月）は＋２．５％だった。コロナ蔓延初期の、２

０２０年第１四半期の－６．８％を除けば、１９９２年の統計開始以来、最低の数字

である。理由ははっきりしている。「ゼロコロナ」政策が大きな圧力となって、経済成

長の足を引っ張っているのだ。特にこの第２四半期は、上海はじめ数十の都市でロッ

クダウン（都市封鎖）が行われ、生産、供給、流通、消費、交通などが大打撃を受け

た。北京はロックダウンこそしなかったが、準ロックダウンとも言えるような厳しい

規制が採られた。上海等のロックダウンは６月に入って解除されたが、もろに影響を

受けたのは、この第２四半期の経済であった。因みに北京市の、第２四半期の成長率

は－２．９％（１月―６月は＋０．７％）、上海市は－１３．７％（同－５．７％）、

広東省は＋０．７％（同＋２．０％）だった。前回のレポートで述べたが、米中対立

は、中国経済の成長にほとんど影響を与えていない。中国経済急降下の、９９％の要

西園寺 一晃先生の 
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因は「ゼロコロナ」政策、特に大都市のロックダウンと言える。 

昨年の中国経済は、コロナ下にあっても好調だった。年が明けた２０２２年第１

四半期も、苦しいと言われながらも善戦した。ところが第２四半期に入り、経済は急

降下状態となった。幾つかの主要指標を見ると、「鉱工業生産」は、２０２１年通年は

＋９．６％、２０２２年第１四半期は＋６．５％だったが、第２四半期で急降下し、

上半期（１－６月）は＋３．４％にとどまった。需要も供給能力もあるが、上海など

のロックダウンで生産が中止や短縮に追い込まれたのが原因だ。 

消費では「社会消費品小売総額伸び率」が、２０２１年通年では＋１２．５％だ

った。２０２２年第１四半期は＋３．３％に落ち、第２四半期はマイナスに転じ、結

果上半期は－０．７％となった。大都市のロックダウンや外出規制の強化などで、消

費が大幅に落ちた。外出での買い物が出来ず不便なので、通販は当然盛んだが、それ

でもネットでの実物商品小売額の伸び率は、２０２１年通年で＋１２．０％だったの

に比べ、２０２２年第１四半期は＋８．８％、上半期全体では＋５．５％にとどまっ

た。 

インフラを中心とする「固定資産投資」は、２０２１年通年で＋４．９％、２０

２２年に入り第１四半期が＋９．３％と、ある程度積極的に実施されたが、それでも

第２四半期は「息切れ」なのか、上半期全体では＋６．１％にとどまった。この内民

間投資は、２０２２年上半期は＋３．５％（第１四半期＋８．４％）、インフラ投資は

＋７．１％（＋８．５％）だった。 

最も落ち込みが激しいのは不動産投資である。１月―５月の不動産投資は－４．

０％だったが、１月―６月は－５．４％に拡大した。単月では、５月が－７．８％、

６月は－９．４％。６月の不動産販売は－１８．３％だった。不動産の経済成長への

貢献度は３２％と言われる。不動産投資と販売の落ち込みは、経済全体の足を引っ張

る結果となっている。更に、土地の使用権売買で財政収入を得てきた地方政府にとっ

て、不動産市場の大幅な落ち込みは死活問題となる可能性を秘めている。最近話題に

なっているのは貴州省で、貴州省政府は、傘下のインフラ投資会社などの債務返済を、

繰り延べするよう金融機関に要請した。貴州省の債務問題は、昨年すでに表面化し、

デフォルト（債務不履行）の危険性が出ていた。中央政府はこれを重視し、「隠れ債務

を増やさない前提で、貴州省政府傘下のインフラ投資会社が、金融機関と債務の繰り

延べや債務再編について交渉する事を認める」としていた。中国の財政部によると、

２０２２年６月の、土地使用権の売却収入は、前年同月比およそ４割減少したという。

このまま不動産市場の収縮が進めば、貴州省と同じような省・市が多数生まれる可能

性がある。 

経済が全般的に落ち込む中で、一番気を吐いた分野は貿易である。２０２１年は

絶好調で、史上初めて貿易総額が６兆ドルを超え、総額、輸出入とも３割程度増えた。

その好調さは、上海などのロックダウンで影響を受けたが、基本的に好調を維持して

いる。２０２２年上半期の貿易総額は３兆０７９１億ドルで、＋１０．３％だった。

昨年（６兆０５１５億ドル）を超える水準を維持している。特に輸出は好調で、上半

期は＋１４．２％だった。輸入は同＋５．７％。 

中国政府が一番深刻に思っているのは雇用だろう。３月の全人代で決定した、今

年の目標は５．５％以内というものだった。ところが２０２２年第１四半期の都市失

業率は５．８％、上半期の失業率は５．７％で目標まで抑えきれていない。特に１６

歳―２４歳の失業率は、５月が１８．４％、６月は１９．３％と非常に高くなってい

る。失業率は社会の治安と安定に深く関わっているので、政府は心穏やかではないだ

ろう。 

物価は全体的に安定していて、消費者物価上昇率は２０２１年通年が＋０．９％、
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２０２２年第１四半期が＋１．１％、２０２２年上半期は１．７％だった。物価上昇

率の低さは、消費者にとっては良い事のように思えるが、経済成長にとって、一定の

物価上昇がなければ、経済は正常に回らない。政府の目標は、上昇率「３％前後」だ

から、これ以上物価が低迷すればデフレに陥りかねない。 

以上のような状況下、市場の一部では、政府の「思い切った景気対策」を望む声

がある。しかし経済を統括する李克強首相は、７月１９日の世界経済フォーラムで「高

すぎる成長目標のために、大型の景気刺激策や過剰に通貨を供給する政策を実施する

事はない」と断言した。かつて２００８年―２００９年のリーマンショックの時、中

国はいち早く４兆元（当時のレートで約６０兆円）という巨額な財政出動を行い、危

機を脱したが、その後この巨額な財政出動の後遺症に悩むことになる。中国指導部に

は、その教訓がまだ生々しく残っている。後遺症の苦しみを考えれば、安易に財政出

動というカンフル剤は打てないのだ。 

中国経済が２０２２年第２四半期の時点で、非常に深刻な状態にあることは事実

だ。あまりにも厳しいコロナ規制で、生活に大きな不便がもたらされ、国民の中にフ

ラストレーションが溜まっている事も事実だ。習近平指導部は、大きなジレンマに当

面している。それはコロナの蔓延を防ぎ「国民の安全と健康を守る」（習近平）事と、

経済を正常化させ、国民の生活を守る事、そして社会の治安と安定を維持する、この

３つをどう処理するかである。 

中国政府と大多数国民の共通認識は「社会の安定」だ。社会の安定が崩れれば、

せっかくここまで積み上げてきた経済発展、生活の向上が失われることになる。その

意味では、戦争はもちろん、社会の混乱はどうしても防ぐ必要がある。この共通認識

が、国民が今の状況に大きな不満を持ちながらも、何とか我慢している理由なのだ。 

今後の中国経済を考える時、悪い要素ばかりではない。今の、経済の落ち込みは、

生産力（供給）、購買能力（消費）そのものに問題があるわけではない。中国の供給能

力は充分で、潜在的な消費能力は、内陸部を含めればまだ無限とも言える。問題は、

コロナの蔓延と、「ゼロコロナ」政策で、正常な供給と消費が阻害されている事なのだ。

正常な供給と消費の環境が整えば、中国経済は一気に上向くのは間違いない。上海な

どのロックダウン解除で、鉱工業生産や消費は上向いてきた。第３四半期は、積極的

なインフラ投資などで、ある程度高い成長が見込める。問題は規制緩和がどれだけ進

むのか、どの時点で経済活動と国民生活が正常化するかである。 

親しい友人の、ある中国の経済学者は全人代で決めた今年の成長目標＋５．５％

について、達成は難しいだろうと言う。それは、基本的に当面「ゼロコロナ」政策は

続くだろうからである。「この問

題を考える上で、最も大きなフ

ァクターは、秋に開催予定の中

国共産党第２０回大会である」

と言う。共産党トップである習

近平が、スムーズに再選を果た

すためにも、コロナの蔓延は許

されない。従って、ゼロコロナ

政策は下せない。経済成長目標

達成のために「人民の安全と健

康を犠牲にする」より、経済成

長を犠牲にしてでも「人民の安

全と健康を守った」のなら、誰

も批判できない。その経済学者

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 
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は「習近平は、ゼロコロナの経済に対する悪影響を理解している。新たな陣容で発足

するだろう習近平新指導部は、ゼロコロナ政策を緩和させ、経済復興に全力を傾けざ

るを得ない」と予想する。（２０２２年７月２５日）（止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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